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高 嶋 稔
様 々な言語現象の中で,名 詞(的 語類)が もつ屈折範癬 を大 まか に分類 す る
と,ひ とつは 「数(Nu正nber)」 であ り,他 は 「格」 にな る と思われ るが,論
理学,認 識 論,形 而上学 とい った 関連 諸科学 の中に格範 晦に相当す ることが無
か っただけに,伝 統的屈折範噂全体 の中で,「格」は,と りわけ,文 法的であ った
といえ るで あろ う。 よ り文法 的であ る,と い うことは,そ れだけ,言 語の構 造
を分折 ・記述す るにあた って,重 要 な範躊 と して有 効であ ることにな る,と 考
え られ る。 最近の 言語理 論に おい て も,こ の 「格」 を中心にすえて研究がすす
め られ,C.J.Fillmoreに は じまる,い わゆ る,格 文法や,J.MAnderson
(1971),・(1977)な ど,多 くの研究成果がみ られ るのは,そ の定義があい まい
で,用 法が多様であ って も,「 格」が文法範疇 の中でいかに有 効な ものであ る
か,と い うことを示 す ものであろ う。
これ まで に,い わゆ る,伝 統文法 と構造言 語学 にみ られ る 「格」 について,い
:(1)
くつか の考 え方 を検討 してきたが,い ずれ も,言 語の表 層にあ らわれ る形態的
現 象を中心に とらえていた,と 思 われ る。 「格 」を言語の深層において考え る
と,ど うな るであろ うか。C.J.F量llmoreら の格文法 での深層 におけ る 「格」
について,極 く,簡 単にふれ てみ るo
人間の まわ りで起 こる出来事や状態な どのあ らゆ る事実が言葉に よって表現
・され ると,そ の文を,主 語や 目的語 な どの概念に とらわれずに,名 詞 句がその
述語に対 して もってい る関係を 明示的に設立 ずるぽ うが,よ り正確 に統 辞的 ・
意味的にその文を分折 ・記述す ることが可 能 であ る,とFiHmoreら は考 え
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(1)本 誌,第59輯(1979年12月)89-109ペ ージ。
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る。このような関係を設立するにあたって,表 層の形態的屈折 よりは,動 詞な
どが名詞句と結びついて,ひ とつの文が構成される時に,そ の文の動詞などの
(2)・
述語は一定数の名詞句を要求する。たとえば,動 詞 「愛する」はふたつの名詞
句,す なわち,愛 する側と愛される側をあ らわす,そ れぞれの名詞句が要求 さ
れる。 「太郎は花子を愛する」とい う文は,意 味内容はそれな りに完決 してい
る。 また,動 詞 「売る」や 「買 う」は 「売手」,「買手」,「商品」をあ らわす三
r
つの名詞句が必要とされる。たとえば,
(1)X1はX3にX2を 売 る。
(2)X3はX1か らX2を 買 う。
とい う文において,X2は 商品をあ らわ し,X、 はX2の 最初の所有 者,X3は
X2の 最終的 な所有者を あ らわす ので,・(1)と(2)の 文に おけ るそれぞれ の名詞句
X1,X2,X3は 類似 の役割 を もってい る,と 考 え られ る。 ただ,表 層におけ る
X、 とX3の 統辞上の位置関係 は(1)と(2)の文 では反対 にな ってい る。しか し,統
辞機能が異な っていて も,根 底にあ る意味上の役割機能は同 じであ る,と み る
ことが可能であろ う。 また,
㈲ 太郎は花子に本を送った。
(4)太 郎は花子に写真をやった。
とい う文 では,(3)の 文 に関与 してい る役割を考え る と,「 送 り主」,「 事物」,
「受取人」であ り,同 様 に(4)の 文では 「授与 者」,「 授与物」,「 受取人」であ.
る。 この よ うに して,多 くの文に動詞 と共起す る名詞 句の役割を抽象化すれば
一定数の型にす ることが可能であ る,とFillmoreは 考え る。 したが って,個
個の動詞 に対 して果たす名詞句 の別 々な役割をひ とつひ とつ認 定す る必要 はな
(2)こ の点については 「項」という概念と共に後述する。 覧
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くな る。それは一定の役割型が,す べての文において,繰 返 し起 り得ることを
意味 しており,こ の抽象的な役割型を 「格」 としたわけである。 し牽がって,
Fi正1moreに よると,格 文法では 「格」 という概念は形態的な屈折 変 化 と・は
関係な く言語の根底にある意味 とつなが りをもった深層格である。深層格は言
語の深層構造において,動 詞 と共起関係にある名詞句の一定の役割をあらわす
型である,と 解釈できる。Fillmoreは 動作主格,経 験者格,道 具格,対 象格,
源泉格,目 標格,場 所格,時 間格,経 路格な どを認めている。 しかし,深 層格
はあらゆ る自然言語に共通 して存在するものと見倣される 「格」,と してい る
わけで,上 記め格だけで,果 して,す べての言語を記述するのに必要かつ充分
(3)'
かどうかは,前 述したように,疑 問が残る。
深層の 「格」についての問題点を考察 してみると,あ る文に動詞がひとつ使
用されている場合に,そ の文中に生 じる動詞 と 「項」の共起関係には制限があ
る。 この制限とは,動 詞 と共起する項の数 と種類を前もって指定 している,と
い うことである。つま り,動 詞の語義があらわす動作 ・作用 ・状態な どに よっ
て,そ れらにかかわる様 々な役割を担 う成員としての項の種類 と数が定まって
くることになる。 このように,あ る動詞には,あ る項と他の項が,そ の動詞の
意味する動作 ・作用 ・状態をあ らわすのに必要かつ不可決であ り,ほ かの項は
不必要,あ るいは共起不能であるな らば,あ る動詞と共起可能な項との間には
なん らかの体系的な規則性が存在する,と 考えられる。そ しそ、もし共起可能
な項のすべてに格を認めるな らば,そ の格 と,動 詞と項の間に存在すると考え
られる規則性の間に深い関係がある,と 思われる。 ここでい う規則性 と項がた
っ格 との関係を明確にすることが,深 層の格を認定するにあって,こ れからの
課題 となるであろう。
ズ
1.能 格
能格(Ergative)に ついて,英 語の辞書などによる様 々な定義をい くつか引
(3)本 誌,第59輯 く1979年12月)108-109ペ ージ。
'
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(4).＼
用 したが,伝 統的 な記述雷語学や類型学 におけ る一般的 な能格 の とらえ方を ポ
(5)
リネシ ア語 の中 の トソガ語(Tongan)を 例 に検 討す る。,
(5)na'elea'aetalavou
ρα5'speakπ あsyoungman
(the、youngmanspoke)
(6)』a'ealu'atevitaki五si
ραs'goσ ∂sDavidtoFiji
(DaサidwenttoFi3i)
(7)na'etamat6,i,akolaiat6'etevita
ραs'killα6sGoliath〃gDavid
(DavidkilledGoliath)
(8)na'ema'u'esiale'aeme'a'fa
ραs'reぐeive6クlgrCharlieα ゐs4¢ プgift
(Char1iereceivedtheg量ft>
覧
(5)と(6)では,主 語 として用 い られ い る`etalavOu'(若 い人)と`tevita'
(David)は それぞれ格 を示 す指標 辞 ∵a'(絶 対格)が つ き,動 詞`lea',
(話 す)と`alu'(行 く)は 共に 自動詞 である。(5)と(6)の文で用』い られてい るとれ
らの動 詞は 働 作主で ある主語 のみ の作用が表現 され,他 に及ぶ ことはない。1し
(4)本 誌,第59輯(1979年12月)90ぺ詞 ジ。'・
(5)こ の トン ガ語 の用 例 はS.R.}Anderson(1976)3-4ペー ジに依 る。 用 例 の各
語(辞)の 下 に対 応 す る意 味 を英 語 で,又,時 制,法,格 な どに つ い て は イ タ リ ッ
ク体の略語で示 した。()内 の英語は用例として示 した文の概略の意味である。
略語ほ一般に用い られてい る方法に従ったが,つ ぎのように使用 した。
αうS(olutive)絶 対 格
σσσ(usat三ve)対 格
σC≠(ive)倉 旨動
αsρ(ect)相
α鶴(iliary)助 動(辞)
4碗(ive)与 格
4げ(ipite)限 定(辞)
6ン9(ative)倉 旨格
ノ(eminine)女 性
勉 か αηs(itive)自 動 詞(辞)
解(ale)男 性
妖utral)中 性
π0〃Z(inative)主 格
加 πρσ甜 非 過 去'
0う!(ique)斜 格
勿7'(iciple)分 詞
ραs'過 去
μ(ura1)複 数
ρoJ露θ 敬 称
ρ7¢ε(ent)現 在
s8=singualr単 数
'θηsθ時 制
'7碗S(itive)他 動 詞(辞)
1s'1人 称 ・
2η42人 称
3アd3人 称
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か し(7)と(8)の例では`tevita'と`siale'は(5)や(6)と同様に動作主 して用 い
られてい るに もかかわ らず,格 を示 す指標辞は`'a'で はな く`'e'で あ る。
この(7)と(8)で用い られてい る動詞`tamite'i'や`ma'u'があ らわす概念 は,そ
の動作 として主語 の行為 が 目的語に及ぶ,い わゆ る,他 動詞 としての 機 能 を も
つ。 目的語 として用 い られてい る`kolaiate'と`me'a'fa'がとる格標辞 は
(5)と(6)の文 の主語が とった絶対格指標辞 と同 じ`'a'で ある。 この ように,自
動詞 の主語 と他動 詞の 目的語が同 じ格 であ るのセご対 して,他 動 詞の主語 はそれ
と異な る格(能 格)を とる現象を一般的に能格的(Ergative)と いわれて いる。
以上の能格 については,格 標 示が何 らかのかたちでな されてい る,い わゆ る
能 格言語 と称 されてい る言 語の例であ った。 しか し,格 について の考え力 の中
で,既 に述べた よ うセこ,格 には表層格だけではな く深 層格 も文 法範 曜のひ とつ
と して扱われてお り,能 格 もその中に含 まれてい る。深 層格に おけ る能格 は概
略,'自 動詞 と共起す る主語 と,他 動詞 と共に使用 され る 目的語が 同 じ役割を果
たす文について,そ の動詞を 中心 としてみた場合 の統辞的 ・意味的関係を さし
て いる,と 思われ るo英 語 の例 あげて検討 してみ る。
(g)Thestonemoved.
⑩Johnmoved.
⑪Johnmovedthestone.
(9)と⑩ の文 でmoveは 自動詞 であ るのに対 して⑪ では他動詞 である。(9)と ⑪
の間に み られ る統辞 関係を,一 般 に,能 格 的 と称 してい る。⑪ の文 におけ る主
語Johnは 能格 にたち,行 為の動作主 または原因をあ らわ してい る,と 考え
るわけであ る。 この よ うな統 語上の関係を もつ動詞を能 格動詞 と称 し,英 語で
はmoveの 他にopen,sink,stoP,rol1,rotate,igniteなどがあ る。
しか し,能 格 と呼ばれてい る言語現象は,単 に これ まで述 べて きた ことだけ
に とどま らず,極 めて複雑な形態的 ・統辞的 ・意味的な ことを含んでい る,.と
見倣 され る。以下,限 られた資料 に基 づ くため,す べて の能格構造を検討す るわ
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けにはいかないが,可 能な限 り様々な構文によって,能 格の形態的 ・統辞的特
徴を中心に して,い わゆる能格性について検討を試みる。
丑.能 格 の形態 的,統 辞 的特 性,
能格現象をみると,ま ず,つ ぎのような疑問がおこる。即ち,能 格は当該言
語の統辞特性や意昧特性とは何 ら関係を有せず,単 に表層上の形態的現象にす
ぎないのか,あ るいは,統 辞構造や意味構造と深 くかかわ りを もっている格組
織なのか,と い うことである。 これ らの疑問に答を得 るために,一 般的な統辞
構造の問題 として英語の例によって考えてみる。
⑫Iwantthebirdstochirp
⑬Iwantthedogtohuntthefox.
英語 の統辞構 造は,い わゆ る,主 格一対格構造(Nominative-Accusative
(6)S
tructure)で あ る。 上記の例文で,XwantsYtoZとい う構成 において,
動詞Zが 自動詞あ るいは他動詞 のいずれであ って も,意 味の うえでは,Yは 常
に動作主(Agent)で あって,決 して,受 動者(Patient)に な るこ とはな い。
しか しなが ら,主 格一 対格構 造 とされてい る英語において も,む しろ,能 格一
絶対格構 造に似た,い わば,境 界 的な構造 がみ られ る。 た とえば,複 合名詞
(7)(C
ompoundNoun)でN-Vingの型に は`b量rd-chirping'や`fo}←hunting'
な どの例があ るが,こ の よ うな複 合名詞の意 味は,も との動 詞が 自動詞 か他動
詞かに よって異な って くる。 即ち,`chirp'の よ うな 自動 詞 と共 に用 い られ る
名詞はその動作主 と見倣 され る。 つ ま り,`bird-chirping'は`birdschirp'
⑥ 一般的に,あ る文の動詞が自動詞あるいは他動詞のいずれが用い られていても,
その動詞の主語は同じ主格を用いる言語構造を主格一対格構造とい う。これに対 し
動詞が他動詞の場合に,主 語は自動詞の主語と異なる能格を とる構造を,能 格一絶
対格構造(Ergative-AbsolutiveStructure)という。時には,略 して,そ れぞ
れを主格構造,能 格構造 とい うこともある。
(7)Nは 名詞,Vは 動詞をあらわす。
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との関連で意味内容が理 解 され る。 一方,他 動詞 と して使用 さ れ る 場 合 の
`hunt'と 共に用 い られ る名 詞は その受動 者 と考え られ る
。 つ ま り,`fo距
ヒ ヒ コ ロ
hunting'は`(someohe)huntsfoxes'との関連 で意味が理解 され,`foxes
hμnt(som¢ting)'で はない(B.CoInrie1978P.337)。能格一絶 対格構造
を もつ といおれてい る言語 において,能 椿 と動 詞の関係は ど うな ってい るであ
ろ うかσ 以下,こ の点について検討 してみ る。
いわゆ る,能 格言語 と呼ばれてい る言語 において,そ の格 標示 と動詞 との間'
に呼応(Agreemeht)関係に ある,と 見散 され る場合があ る。 北東 ゴーカサ
ス語(N…h-E・ ・tCauρ …an… 即 ・g・)の ア・・一♂・語(£ ・つ ・・その例
で あ る 。 ・" .'
1}、
⑭vasv-eker-ula
b・y〃zイunψ7θs
(theboyrunS)
「「 、
⑮jasj-eker-ula1.
gir1プ 」run一 φ7θs
(thegirlruns)'.
【1,
r_eker_ula⑯vas-al
boyrρZμ 』runr少7θs
(theboys・run)
1-I
Oカ.inS:U-C:aja§ 、jreC:-Ula
father一 θ799irlプLpraiserρ7θ5
(thefatherpraisesthedaughter)Il
α$vas-as:ミ1弊ab-ek-ana
boy-6讐bottle%-break『♪βs'
(theboybrokethebottle)
i・1
0窃v盆s-as:きu§bir」ek-ana
boy一 θ7gbottlesρ3Lbreakゆρs'
(theboybrokethebottles)
'
⑭ の`vas'(少 年)は 男性 名詞であ るところか ら,そ れに呼応 して`eker'
(8)こ のアバール語の資料はS.R.Anderson(1976)4ページに依る。呼応関係に
あると思われる語(辞)の 間を線で結んである。
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(走 る)と い う動詞に は,共 起 す る主語が 男性で ある ことを示す指標辞`v-'
がつ いてお り,時 制は現在 であ るこ とを示 す`-ula'が 後接 してい る。 これに
対 して⑮ の文は,`jas'(少 女)が 女性 名詞であ るため,動 詞には女性指標 辞
`j-'が 前接 してい る。 この呼応 関係は名詞が複数形 であ ると,⑯ の文にみ ら
れ る ように,複 数指標 辞`・aPが 名詞に後接 し,そ れに呼応 して動詞 に は 複
数指標辞`r-'が 用い られ る。つ ぎに ⑰の例は,主 語 と して能格がたつ場合
で,動 詞 は,⑭ ～⑯にみ られ るよ うに主語 と呼応す るのではな く,目 的語 であ
る`jas'と 呼応 して女性 ・単数指辞`j-'が 前接 され る。 ⑱は,⑰ と同様 に
主語 が能格 にたち,目 的語 は`§i§a'(び ん)と い う中性 名詞 であ るので,そ
れに呼応 して,動 詞`ek'(こ わす)に は中性 ・単数指標辞`b2が 前接 し,
時制 が過去であ るとこ'うか ら過去時制辞`-ana'が 後接 している。 ⑲ は⑱ と
同様 であ るが 異な るのは 目的語が複 数形(一1)で あ る。 そのために動詞は 目的
語 の形に呼応 して複数指標辞`ト'が 前接 してい る。つ ま り,ア バール語 の動
詞は,呼 応 関係にあ る名詞が複数の場合は性に関係な く 「数」に呼応 す ること
にな る。
以上の⑭～⑲ の用 例をみて判か る ことは,ア バ ール語 では,動 詞は 自動詞 の
主語 と他 動詞 の 目的語に呼応 し七変化 し,能 格に たつ語(辞)と は直接 的な呼
応関係はみ られな い。 この点は,主 格一 対格構造 であ るとされてい る英語な ど
とは異な るアバール語独特 の ものであろ う。英語 の よ うな統 辞関係 にあ る もの
を 「主格一 対格制 」(NominativeAccusativeBasis)と呼ぶな らば,ア バ
ール語 にみ られ る 統 辞 関 係 を 「能格一 絶対格 制」(ErgativeAbsolutive
Basis)と い うこ'とにす る。
この能 格一 絶対格制に よる呼応がみ られ る 言 語 に,グ ァテマ ラ の マ ヤ 語
(9)
(MayanLanguage)のキチ ェ語(Quich6)が ある。以下はそ の例 である。
⑳k-ox-kamでik
αsρ1s孟 「ρZ一αうsdie一 ρα7彦
(wedie)
(9)こ の キ チ ェ語 の用 例 はB.Comrie(1978)339ペー ジ に依 る。
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⑫かk-aトkam-i零
αsρ27¢4-s8」 αわsdierρ 窃7彦
(youdie)
⑫⇒k- .at戸ka-c廿ku-x
αsρ2η4.s孕 ・うsls渉・φ卜〃9・ee』 α・渉
(wgseekyou)
㈱k-ox-a-,'cuku-x
馳
αsρ1s彦 一φZ一 αうs2多z4rsg」 θ7gseek一 αc渉 幽
,
(youseekus)
61
このキチ ・語はぐ 肌 て判か る.ようセこ・.いわゆ る「複統合的(P・lysy・thetic)
言 語」 と称 され もので,語 幹に い くつ もの派生接辞 がつ いて,ひ とつの文(語)を
構 成 す る。しか も,人 称 をあ らわす接辞に格 を標 示す る接 辞がっ くとい うのでは
な く,そ のたつ格に よって人称を表わす接辞そめ ものが異 る。た とえば,⑳ と
圏 におけ る一人称 ・複数 ・絶 対格形 は`α ←'で あ るが 励 の一人称 ・複数 ・能
格形は`ka-'で あ る。 また,(2⊃ と励の二人称 ・単数 ・絶対格形は`aPで あ
るが⑳ の二 人称 ・単数 ・能格形は`a-'と な る。 ・
つ ぎに,格 標示は「能 格一 絶対格制」に よるが,動 詞 の呼応 は「主格一対格制」・
に基 づ くと見倣 され る言 語があ る。そ れはオ ース トラ リア中部 のYdendumu
,⑩
語 のWalbili語 であ る。' ●
⑳ ηatjuka叩a
I一αδsオ θηs61s≠rsg
(Iamshouting;Ishout)
⑫5ηatjulu-1uka-pa
I-679'6ηsθ1ε`-sg
(IseeyOU)
⑫6)njuntulu一 耳μka-npa
you-679'θ%s627z4rsg
(youseeme)
P寅a-mi
shout一 兜oη ραs≠
幻ku njuntunja-11ji
2%4rsg」 αccyou一 αうssee一 πωzρα5'
一tjμ ηatjUIlja-nji
1s'-S8LαccI一 αゐssee吻0π ραS渉
⑩ このWalbili語 の用 例 はK.Hal母(1973)309,328ペー ジ に依 る。
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前記 の用例に よると,猛 立代名詞(lndependentPronoun)ウま 「能 格一絶対
格制」 に よる格標示がな されて いる。 幽 と㈱ の一人称 ・単数形`胆tjq'は 絶
対格 で㈲ の一人称 ・単数形`ηatjulu-1u'は 能格であ る。 また,㈲ の`njqntu'
は二人称 ・絶対格 であるが,㈱ の`njuntulU-1U'は 能格 である。呼応関係につ
いては,時 制をあ らわす`ka'と 共に,「 主格一 対格制」 に よってな されて
い る。即ち,一 人 称 ・単数 を示 す接 辞`唄a'は ⑳ において,一 人称 ・単数 ・絶
対格`ηatju,に 呼応 して お り,㈲ え おいて も二人称 ・能格 の`ηatjulu-lu,に
呼応 してい る。 一方,㈲ に おけ る一人称 ・単数 ・対格は`つku'で あ るのに
対 して,圃 の二人称 ・単数は`-npa'で あ るところか ら,飼 の`『tju'は
`ηatju'と の呼応 で用い られてい る
,『と考え られ る。Walbih語 は形態的に,
部分的には能格一絶 対格制であ り,あ る部 分は主格一 対格制 であ るとい う構造
がみ られ る6
つ ぎに統辞的な面 を中心に能格性をみて い く。 まず,北 東 コー カシア 謬 の
⑳
琴hinalug語 の例を検討す る。
㈲h9}ldsacaκ 一② 一q'iqoma
man一 αうssilentr勉
(themanissilent)
圏5inimk'irsacaκ 一z-q'iqoma
WOman一 α∂ssilentイ
(電hewomanislilent)
⑫鋤b…j-i§iti'-o-k"i
'f
ather-〃gson一 α6sawaken一 鋭
(thefatherawakenedtheson)
⑬①b…j-iri6it}'-z-ki"i
father一 θ㎎ 噂daughter一 αうsawakenイ
(thefatherawakenedthedaughter)
伽 の`lig…ld'は 男 性 名 詞 ・絶 対 格 で あ る た め`sacaκ'の 接 辞 は`o'で あ る
の に 対 し,圏 の`κinimk'ir'は 女 性 名 詞 ・絶 対 格 で あ る と こ ろ か ら`sacaκ'
⑳ こ のKhinalug語 の用 例 はB.Comrie(1978)334ペー ジに 依 る。
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には`-z'と い う接辞 寮要 する。 さ らに,㈱ の動詞`t孟'は 男性 名詞 ・絶対格、
にたつ`6i'に 呼応 して,㈲ と同様に接辞はゼ ロであ るのに対 し,『F㊤①の場合は
`ri§Pが 女性 名詞・絶対格 であるた め,⑱ と同様,動 詞`t壬'は 接 辞`-z'
を とる。即 ち,㈲ と圏では絶対格にたっ主語に動詞が呼応 して,主 語の性 に よ
って接辞が異な る。 しか し,圃 と㊤①に おいては,動 詞が絶 対格に たつ 目的語に呼
応 してい る。また,つ ぎのKhinalug語 の例にみ られ る ように,動 詞 は絶 対格に●
たつ名詞に呼応す るが,動 詞が,い わゆ る,非 定形従属動詞(Non負nit6De・
、pendentVerb)的 な形を とってい る。 つ ま り,い わゆ る,従 属分詞 と同様 の形
と機能を もつ。そ して,9こ の従属動詞の意味上の主語 とは異な る形 を とる。 こ
のよ うに,Khinalug語 は,名 詞の格 と動詞の呼応をみ ると基 本的には 「能格
一絶対格制」に よる,と 見敬す ことがで きるか もしれない。 しか しつ ぎの例 は
どうであろ うか。
(31)asir、gadatoこkwijukwathma
I-4σ ≠boy一 α∂sto-get-upwant
(Iwanttheboytogetup)
(32)asjukwathmahiniph忌aq'izi
I-4σ'wantshe一 ε7gbreadto-bake
(Iwantbertobakebread)
侶1)と(32)の動詞`jukwathma'の 主 語(`as量r'と`as'は 一人称 ・単数 をあ ら
わす変異形 で用法 に制 限はみ られな い)は 共に与格にたつ。意味上 の動作主 と
して ㈹ の`gada'は 絶対格であるが,綱 の`hini'は 能格であ る。 これは,
当然の ことなが ら,細 の動 詞`亡oこkwi'は 自動詞で關 の`q'izi'は 他動詞 で
あ ることに よる もの,と 思わ れ る。 しか しなが ら,能 格言語 の特質 とされてい
る 「他動詞 の主 語は能格 にたつ」 とい う点か らみ ると,`jukwathma'とい
う他動詞の主語は能格にな るはずであ るが,前 述の よ うに与格 である。 もし,
Khinalug語 が動詞をそ のあ らわす意味 に よって 区 別 し(例 えば,動 作動詞
状態動詞な ど),動 作や行為が他に及ぶ よ うな他動 詞が主 語,あ るいは,意 味
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上の動作主 と共に用いうる時のみ,主 語は能格にだつのか もしれない6こ の点
はさらに資料にあたってみる必要があろ う。
さらにKhinalug語 の資料を検討する。
㈱asjukwe首am益end茗ik-onda
I-4α`wantedto-descentnot
・(Iwanted'nottodescend)
㊨4)asuκu『khiこheb・lak'irijetン:ima
I-6α 彦to-youbook一 α6sto-givenotドwant
(Idonotwanttqgivethebooktoyou)
㈲hinulik"uvrimuxwi茗ma.
she-4召 彦to-singcan
(Shecansing)
㈱hinuph首aq・izimuxwi茗ma
she-4α オbread一 αδsto-bakecan
(shecanbakebread)
關 と信のには,そ れぞれ,動 詞がふたつ用い られていて,そ の主語は共通である。
あるいは,ふ たつの動詞を本動詞と準動詞に分けるとすれば,準 動詞の主語は
省略されている,と みることも可能であろ う。㊧の動詞は自動詞で{謝は他動詞,
である。 しかし,主 語は共に⑳ と劒 と同様に与格である。Khinalug語 は能格
言語と称されているが,幽 ～㈱に共通 して,主 語は,動 詞が自 ・他のいずれで
・あ・て 砧 格にたち,働 詞の目騰 ま絶対格である・ という,こと!騨hin
瓠U9語 は形態上は能格的ではあるが,統 辞的には主格一対格構 造 を と る こ
とがあることになる,と 考え られる。(こ れに類するフィンラソ ド語 の例 は
BComrie(1975)で 検討されている)
これまで検討 してきた限りにおいて,能格的な特質をもつ,といわれている言
語には,そ れぞれ,形 態的 ・統辞的に特徴があり,ひ と口に能格性 という概念
でム般化するζとは不可能 と思われる。 どのような言語現象を指 して能格性 と
い うのか,と い う点について.は,あ いまいな点が多 く残されている,と 考えら
れる(こ の点についてはS.RAnderson(1976),ELKeenan(1976)で
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検討 されてい る)。従 って,主 格一対格構造を もつ言語に対 立す るもの として能
格一 絶対格構 造をみ ると,様 々な点で誤解を まね くおそれがあ る,と 思わ れ る。,
、つ ぎに,分 離的能格性(SPlitErgativity)と いえ るよ うな現象について,・
そ の例をみ る。格 の標示 が 「時制(Tense)」 と、「相(Aspect)」 とに関係 し
てい る,と 思われ る ものでジその標 示が,主 格一 対格制に よる,と 考え られ る
場合 と,他 は能格一 絶対格制に よる,と 見倣 され ることがあ る。つ ぎに示すの
噛 の例 で蒲r一 カシア(カ フカズ)語(SouthCaucasian)のグルジャ
語(Georgian)で あ る 。
'
㊤のs奪udent一 圭mid玉s
串tudent-%o〃2goes
(thestudentgoes)
㊤$s㌻uden～-igeri1-sgers
student-%o鋭,1etter一 αccwrites
(thestudentwritestheletter)
鋤student-im董vida
studenト αうswent
(thestudentweht)
(4①student-mageriレidagera
student一 θ791etter一 αうswrote
(thestudentwrotetheletter)
グルジヤ語 は能格言語 といわれて いるが,鋤 と鰺 の文は,現 在時制 の場合 で,
主 語 として用 い られ てい る`s加dent-i'は 主格 であ るが爾 の目的語`ger量1'
は対格,と いう よ うに,そ れ ぞれを示 す指標辞 が後接 してい る。⑳ と(4①は過去時
制 で,㈹ の主語には能格を示す接尾辞`-m'が つ き,目 的語には`-i'が 後
接 してい る。 この 噛`-i'は,㈲ と幽 の主格 を示 す標示 と同 じであ るが,主 語が
能格であ ることと,鰺 の 目的語 とは形が異な る ところか ら絶対格 と解釈 でき る。
従 って,鱒 の主 語 も絶対格 にな る。 つ ま り,グ ルジヤ語の接尾辞`-i'は 現在
時制 の主格 と過去時制 の絶対格を示すこ とにな る。 この よ うに,グ ル ジヤ語は
1
⑫ この グル ジ ヤ語 と,つ ぎのCho1語 の 用 例 はB.Comrie(1978)351-353ペー ジ に依 る。
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現在時制 では主格一対格構 造を とり,過 去時制で能格一絶 対格構造 にな る,と
思われ る。
つ ぎに,メ キシ コのマヤ語(MayanLanguage)のひ とつであるChol語
は,'「 時制」 と 「相」 に関 しては グルジヤ語 と類似 してい るが,つ ぎの例をみ
て判 るか ように,そ の分布(Distr沁ution)が 異な ってい る。 ・
(41)caこamiy-on
ραs'diels渉 一s8」σうs
(Idied)
唇⇒ca～ 三amiy-et
カαs'die、2%4-sg一αδs
(youdied)
紅⇒cah-k'eley-et
ραs'1s'-s8」 ε7gsee2π4-sg」σうs
(Isawyou)
㈹mik一 こamel
ρ7θsls'-sg」%o〃2die.
(Iamdying)
㈲mia-、 こameI
ρ76s2%4-sg一 初 勉die
(yoμaredying)
牲〔う!nih-.k'e1-et
1》7θs15'-sg4¢o吻see2η4rsg」αcc
(Iseeyou)
、
ChQ1語 では前述 のキチ ェ語な どの ように,代 名詞は接辞であ らわ され る。
(41)のガ人称 ・単数形は`-on'で 絶 対格 であ る。 ところが,㈱ と㈹ では,同 じ
一人称 ・単数形 が`k-'で 主格 にた ってお り(こ の`k-'は ⑱ と㈹ にみ られ るよ
うに軟 口蓋 子音 の前 では`h-'),幽 では能格 である。 また,二 人称 ・単数形 が
主語 として用 い られ ると,㈹ では`-et'で 絶対格にた ち,㈲ では`a-'で 主
格 であ る。 ところが,こ の接辞`-et'は 二人称 ・単数形の 目的語 として も使
用 され,'㈹ では絶対格にたち,㈹ では対格 であ る。従 って,㈹ ～㈹ の統辞構造
は能格一絶対格制に よ り,㈹ ～㈲ のそれは主格二 対格制 に よる,と 見 倣す こと
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が可能であろう。
以上,み てきたように,一 般に,あ る言語が能格言語 といわれていても,そ
の形態的 ・統辞的な構造は,表層的セこは,言 語によって様 々な特働があ り,既 に
述べたように,能 格性 といってもどうい う言語現象をさしているのか,極 めて
あいまいである。
皿.能 格 性 と動 作 主性(Agentivity)
國一般的にい って,動 作主(Agent)は 動詞に よってあ らお され る行為を引 き
起 こす語を さすが,こ こでい う動作主性 とい うのは,概 略,動 作主が動詞に よ
ってあ らわ され る行為を どの よ うにす るか,そ の程度 をさす と考 え る。 この よ
うに見倣す と,つ ぎの英語 の例は,㈲ か ら㈲ にい くに したが って主語 の動作主
性は減 じてい く,と い うことにな るであ ろ う(Comrie(1978)P。356)。
㈲Johndeliberatelyfelldown.
㈹Joh耳,throughhisownnegligence,felldown.
㈹John,throughnofaultofhisown,fe11'down.
㈲の文は,動 作主Johnが 自分の意志で,わ ざと行為を した,と 考え られると
ころから,最 も高い動作主性がある,と 解釈することができる。働は「倒れ る」
とい う動作をさけることはできたが,そ れをしなかったわけで,動 作主性は㈲
と㈲に比較すると,中 間となる。㈲は動作主の意志 とは無関係に動作がなされ
た ものと解釈できるので,動 作主性は皆無に等 しいとみることが可能 で 毒 ろ
う。このような とらえ方としての動作主性 と能格の間に,い かなる関係がみら
れるか,以 下,い くつかの能格言語 と称されている言語の資料を検討 してみる。
ただ,動 作主性については,幽 ～働でみたように,文 のあ らわす意味内容と深
く関係するので,母 国語のように直感(lntuition)に たよって解釈すること
は不可能である。従って,文 を構成 している様々な要素の統辞的な役割か ら判
断することにな る。そこで,で きるかぎり,文 の理解が正確性を もつように,
ノ68'人 文 研 究 第60輯 ・
以下の資料は可能なかぎり二対の文を比較することによって動作主性について
みることにする。
誠.・ ス晶 例、嚇 ていく。
{50)herra-kz-erabiltzal
hatredθ プ8'yρumove
(hatredinspiresyou)・ 、
(51)urLhandia-kd-erabilkaeihara・`
riVer-〃gitmOvemilレ0δS・
(the「ive「wo「k帥emil1),
』 口
剛 と61)におけ る主語は,.い わゆ る,無 生物 であ るが能格 にた ってい る。 これ ら
の文 か ら前記 の英 文例㈲～㈹でみ られた よ うな動作に程度の差は認 め られ な
い・ したヵ・ら燗 劇 の主謙 ま能格にた?て いて 緻 作主性はな・・もの と教
られ る。
つ ぎに,前 述幽,(40/の グル ジヤ語 の例を再度検討 してみ る6
ら⇒.student量(%o〃 の(⊇erilsgers
(thestudentwritestheletter)
鰯s加deptma(〃9:)gerilidagera
(thestudentwrotetheletter)
働 と綱の来において,.同一の名i同が働では主格に吟ち鰯では能格である。 しか
しなカ・ら注 諦 主格 能格のいずれにた・て鋤 作並 という点からの差異
はみ られ ない,と 思わ れ る。'
つ ぎは バ スク語の例であ る。
図 血・・ti。.。kl・ 。d・
Martin-¢7gate醐κ一374-sg'・
(Martin茸te)
⑬ このバ ス ク語 の用 例 はB.Comrie・(1978)357ペー ジ に 依 る。
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6φは,明 確 な 目的語を もたない場 合に他動詞が用 い られ,主 語は能 格で あ る。
`du'は 他動 詞 と共に用 い られ る助動詞であ るが
,こ の形 は動作主 と受動老 が
共に三人称 ・単数形 の場合に用 い られ る ところか ら,よ り正確 に意味を とる と
`Iateit.'に な ると思 われ る。64の よ うに能格が用い られて も動作主性につ
いては何 らその程度 の差 はみ られない よ うに推測で きるで あろ う。 この よ らに
・使用 され る動詞は英 語に もあ り,例 えば,`Johniseatinga飴h.'に対 し ・
て,`Johniseating'のように用 い られ る。 これに類 す る例は既 述の トrソガ
語に もみ られ る。
鰯では,
て・い る。
に用 い られ る。
動作 主性 に差異 はない と考えて よいであろ う。
つ ぎに,前 述 のキチ ェ語で嫁,目 的語な しに他動 詞示用 い られ る と,つ ま り,
ノ
他動詞が自動詞的に使痢されると,そ れに応 じた標示が必要 となる。
㊨⇒na'einu'aekava'eSione
カごzs'drink66sthekava679John
(Johndrankthekav∈})
6㊧na'einu'aSione
ραsオdrinkα6sJohn
(Johndrank)
目 的 語 が あ る 場 合 で 主 語`Sione'は 能 格(`'e')標 示 と 共 に 用 い ら れ
し か し,㈹ で は,目 的 語 が な い の で 主 語 は 絶 対 格 を あ ら わ す`'a'と 共
ト ソ ガ 語 で は,主 語 が 能 格 で あ っ て も絶 対 格 で あ つ て も,そ の
鋤k-at-ka-kamisa-x
αsρ2%4rsg」 αわsls彦 一ε7gkillαcf
(wekillyou),
働k-ox-kamisa-n-ik
αsρ15'一 αわskillρ α7'
(weki11)
働で用い られている二人称 ・単数 ・絶対格をあらわす`at-'は6$に はない。そ」7
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のかわ りに㈹では,動 詞`kanisa'に は再帰接尾 辞(Re且exiveSu缶x)であ
る`-n'が 後接 してい る。
つ ぎに,同 一の動詞 が他動詞的に用い られた り,自 動詞的に用い られた りす
る場合が ある例 として,前 述のWalbili語 ヵミあげ られ る。
㈲ ηatyululuka一 摯a・wawlrlluwapi
I一θγ9'θ πsθ1s'-sg」%o〃2kahgaroo一α∂sshoot
(IamshoOtingthekangaroo)
㈹ ηatyululuka-pa-la-tyintawawiri-kUuwapi
I一θ79'α ¢3615ム%o〃2374・sま4α'ゴ%'rσ πskangaroo-40'shoot
.(Iamshoot1ngatthekangaroo)
㈲ と㈹には共に`luwapil(shoot)と い う動 詞が使用 されてい るが,働 では他
動詞的な用 法で,直 接 目的語であ る`wawiri'は 絶対格で ある。 これに対 して
㈹ では,⑲ と同 じ動詞 が 自動詞的に用 い られてい るこ とを示す`-typta'が 使用
されてい る。 そ して 目的語`w耳wiri'は 与格を示す指標辞`-ki'が 後接 して お
り,さ らに 目的語が三人称 ・単数 ・与 格であ ることを示 す接辞Lla'が 用い ら
れてい る。㈲ と㈹ の女は主語が 共に能格にた って 炉 るが,動 詞 の 自 ・他,目 的
語 の格(絶 対格,与 格)が 異な って いる例で,'動 作主性 とい う点ではそ の程度
に大 きな差がみ られ る とい う判断は下せな い。つ ぎに,北 東 コ副 カシア地方で
使用 され ている西 サーカシア語(WestCircassianLanguage)のBzhedukh⑭
方言 の例をみ ると,
ド
㈹ こ'にaaλa-m乙,ego-∂ryaZoa
boy一 θ7g丘eld一 のsherplows-it
(theboyisplowingthefieleの
㊨勿 ～1,喫aaλa-r6'ego-∂mya珍Oa
boy一 α6s丘eld-061he-plows-it
(theboyisplowingawayatthefieldγ
⑭ このBzhedukh方 言 の用 例 はS.R.Anderson(1976)・21ペー ジをこ依 る。
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㈱で,主 語が能格にたち,目 的語は絶対格であるのに対 して,㈹ の茂 では,絶
対格が主語に用いられ,目 的語は斜格である。同一の主語墾目的語のたつ格に
よって異なる格をとる,と いうことは能格にたつ主語の動作主1生は絶対格にた
つ主語と大きな違いはみられない,と 考えてよいであろ う。
つぎの例もBzhedukh方 言の例である。
㈱P:6a$a-mchay-eryade
gir1一 θγgcherkesskaαわsshe-sews直itrオ7侃s
(thegirlissewingt皐eeherkesska)
㊨4'P:6a6a-rchoy-∂m層yadg
girl一 αうscherkesskaoう1she-sews-it一 ε窺7α ηsニ
(thegirlissewlngawayatt鉦echerkesska)
㈹ の主語は能格にたち,直 接 目的語は絶対格であ る。 しか も動詞は接尾辞`-9'
に よって他動詞であ るこ とが判 る。 これに対 して㈲では,主 語が絶対格で動詞
,に は 自動詞で あるこ とを示す接尾辞 ㊤ムa'が ついていて,目 的語には斜格を示
す`-am'が つ いて,非 直接(Nondirect)目 的語である こ とが判 る。 このこ
とは,動 作 が成就 していない ことをあ らわ してい る,と 解釈 しえ るであろ う。
つぎに,既 出のキチ ェ語を再度検討 してみ る。
㊨㊨k-in-loq'oLxia
α5ρ1s'-s910v『 一ρσκ2%4-sg≒ ρ01奮6
噂(IIOveyOU)Or(yOUlO▽eme)
㊨③k-in-loP'o-n～lehla
αsρ1s卜sgIoveto-you
(IlgveyOU)
鱒 の一人称 ・単数 をあ らわす接辞`in-'と 二人称 ・単数 ・敬称 の`1a'は,そ の
用法 に明確 なちがいはみ られ ない よ うであ る。従 って,絢 の文 は意味 があい ま
いで ある と考 え られ る。 ところが,㈹ の文 は,`-n'と い う再 帰接尾辞に よって
爾 にみ られ るよ うにあい まい性は除かれ 七いる。
以上,能 格言 語 といわれ てい るい くつかの言 語資料 に よって能格 と動作 主性
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の関連 につL・て検 討 してきたが,'殴 られた資料 に基 づ くために,・一般 的な結論 ・
はだせない ものの,少 な くとも,能 格にたう主語の動作主性 という点では,主
格や絶対格にたつ主語 と大きな差異にみ られない,と 考えられる。つまり,能,
格にたつ主語は,他 の格にたつ主語より動作主性が高いことにはな らない,と
見敬 してよいであろう。
ぴと口に能格 といっても,こ れまでに検討 してきたように,そ の中には,実
に様 々な言語現象が含まれていることが判かる。まだ未解決のことが多 く,例
えば,い わゆ る受動態 と能格の関係,能 格 の通時的機能や共時的機能,能 格性・
と意味など,能 格 と関連する形態的 ・統辞的 ・意味的諸問題が多 く残されてい
⑮
る。いずれの問題 も,文 法範曙の中で重要な概念 と考えられ る 「格」を少 しで
も明示的にすることか ら始めて,能 格 と見倣される言語現象をより多 くの資料
に当って,周 到'に検討 していくことが必要であろ う。`,
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